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■２  実証実験   協力  願 
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ふれあいバスやJRだけではカバーできない移動ニーズに対して
タクシーを活用した持続可能な移動支援の在り方 検討      実証実験 行 

サービス内容 対象エリアから指定区間までの利用運賃を定額制にする
運用方法 通常運賃との差額を行政からの移動支援負担として拠出する

サービス内容 ふれあいバス回数券購入者にタクシー補助券を付与
運用方法 補助券費用を行政からの移動支援負担として拠出する

利用者

タクシー

行政負担移動支援

定額負担 300円

メーター 1,500円

差 額 1,200円

・スキームのイメージ ※金額は一例 想定される利用シーン①

行き

帰り

バス時間に合わせて移動

丁度良いバスが無い時や
荷物が多い時はタクシー

想定される利用シーン②
バス運行エリアまで
タクシーを利用

①エリアへの移動支援
＜定額タクシーサービス＞

②移動シーンへの移動支援
＜アナログサブスクサービス＞

ふれあいバスでカバーできていない地域に対して
＋

足りない部分をタクシーで補完することで
↓

自家用車に頼らずとも日常生活が送れる

基本の移動はふれあいバス
＋

少し不便なシーンにタクシーを活用
↓

自家用車に頼らずとも日常生活が送れる

ドアtoドアのすべてを支援することは持続可能性の観点から困難
外出状況 合   適切 移動支援 仕組     必要
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■定額タクシーサービス
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サービス内容 事前登録をしていただいたサービス対象者に限り、１回あたり300円の定額      利用       

利用   ①  乗車時   「登録証」の提示が必要です
・「登録証」は登録者ご本人のみ有効です

利用   ② ・登録した住所毎に、利用   範囲が決まっています（以下の表を参照）
   迎 先     行先        登録時 住所   場合  定額 利用    

利用   ③   家族  友人         同乗          （ 本人利用時  ）
     発着地 間 経由地 立 寄         

利用   ④  利用可能時間  各    会社 営業時間    
 混雑状況     利用    場合           事前  予約 上 利用    

サービス対象者
（登録可能な人）

右 ① ② 満  町民

条件① 「65歳以上」または「60歳以上の運転免許返納者」または「障がい者」のいずれかに該当している
条件② 対象地域に住んでいる人（以下の表を参照）

登録方法
     告知   裏面 「申込用紙」に必要事項を記入
・申込用紙を①ＦＡＸ送付、②郵送のいずれかで申し込み
 申込後 条件等 満  方   利用方法         登録証   利用記録用紙  郵送

区分 対象地域
（サービス対象者の条件②）

利用   範囲
（最寄  市街地 地区内    利用可能  ）

本町市街地 太美市街地 地区Ａ 地区Ｂ 地区Ｃ 町外

地区Ａ 青山 弁華別 茂平沢 金沢 中小屋 利用可 × 利用可 × ×

×地区Ｂ 上当別 若葉 川下 利用可 利用可 × 利用可 ×

地区Ｃ 高岡、獅子内、太美スターライト、ビトエ、当別太 × 利用可 × × 利用可
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■定額タクシーサービス
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検討フェーズ
 内部検討   （ 4月末）
・タクシー事業者協議・・・（5月下旬）
・サービススキーム確定・・・（5月末）

準備フェーズ

【広報】
    作成   （ 6月初旬）
    入稿期限   （ 6月中旬）
・広報実施
-7月町広報 同封（対象地域  ）   （ 6月末納品→7月配布）

【登録・その他】
 登録者向 利用      作成   （ 6月末）
 調査票作成   （ 6月末）
 登録証作成   （ 6月末）
 事業者用     作成   （ 8月15日）
・申込対応
-受付期間・・・（7月1日~8月15日）
-登録証等の送付・・・（7月1日 8月31日）

・登録者リスト作成→事業者 共有   （ 8月20日）

実施フェーズ

・サービス期間・・・（9月1日 10月31日）
-配車  利用   流 対応［予約受付→配車→登録証確認→運行→運賃徴収］
-利用後 対応［登録証番号記録→利用時刻記録→メーター運賃記録→発着場所記録］

 利用状況        毎週月曜日 前週分     提出

検証フェーズ
 利用状況        （ 11月末）
 効果検証（     等 実施） 実施報告書作成    12月
 差額分（委託料） 清算   10月中旬・11月中旬
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■アナログサブスクサービス
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        利用                  不便       
              利用           基本             実現  自家用車依存   脱却 図 

徒歩 自転車

自家用車

ふれあいバス

タクシー

徒歩 自転車

自家用車

ふれあいバス

タクシー

バス＆タクシー

現状イメージ 将来目標
■サービス内容
・ふれあいバスの「回数券１つづり」購入でタクシー補助券２枚配布
・タクシー補助券は１枚でタクシー運賃から500円引きとなる
※500円未満の運賃の場合でも、おつりは出ません
※1回 乗車    使用     1枚のみ

■回数券の購入区分
・一般、中学生、高校生用［12枚つづり］2,000円
・小学生、障がい者、介護人［24枚つづり］2,000円

→いずれの区分においても、１つづりに対してクーポンは２枚進呈

■利用期限
・販売開始日から1月31日まで
 返金 交換等 対応    

■販売枚数や販売場所
・定額タクシーサービスでの予算使用状況に応じて、枚数を検討する
 販売場所  車内販売 下段     (現行 同様)
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■アナログサブスクサービス
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検討フェーズ
 内部検討   （ 4月末）
・タクシー事業者協議・・・（5月下旬）
・サービススキーム確定・・・（5月末）

準備フェーズ

【広報】
    作成   （ 9月初旬）
    入稿期限   （ 9月中旬）
・広報実施
-10月町広報 同封（対象地域  ）   （ 9月末納品→10月配布）

【その他】
     作成   （ 9月末）
-利用者記入欄 利用者氏名 利用目的
-事業者管理欄 利用日時     運賃 発着場所 等

 事業者用     作成   （ 10月初旬）

実施フェーズ

・サービス期間・・・（10月中旬 1月31日）
-利用時 流 ［運賃清算時 利用者  補助券 受 取  記入 確認  運賃  500円を差し引く］
-利用後 流 ［事業者管理欄 必要事項 記入  清算  保管  ］

 利用状況        都度    

検証フェーズ

 利用状況        （ 2月末）
 効果検証 実施報告書作成   （ 2月末）
 利用分（委託料） 清算   （ 2月末）
-利用   補助券 保管  枚数 応  各社 支払 



資料その他(1-2)




